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　This　part　discusses　the　change 　of 　the 　subject 　extending 　mutua ［assistance 　and 　support 　in　terms　of

【abour 　during　and 　after 　the　market 　economic 　sys しem 　re 「orm 　in　China．　Our　questionnaire　research 　was

made 　 il11998　in　 an 　 effor し to　 portray　 the　 difference　 before　 and 　 after 　 the　 reform 、　 Our　 analytical

conclusions 　are 　described　belove　1）The　reality 　is　that　the　rormer　mutual 　assistance 　centering 　around

the　human　relations ，　excepting 　those　involving　children ，　shows 　a　s ］ighしdecline．　The 　genera ！tendency

is　that　iしis　shifting 　from　kin　to　market 　and 　community 　services ．　Notewor 仁hy　is　the しrend 　that　the　parent

is　changing 　itS　IIature 　from　the　cen しra1ized　and 　absolute 　existerlce 　to　a　relative　subjec し 2）Classi『ied　by

occupation 、　the　household　care 　and 　labour　suppert 　from　brothers　and 　relatives 　remain 　high　or　rather

higher　after　the 　reform 　in しhe　private 　and 　independent　setcor 、　High　percentage　is　marked 　in　the

household　labour　 support 　 extended 　from　the　commun 晦厂 in しhe　joint　venture 　as　 wen 　 as 　in　the

unemp 且oyed 　sectors
，
　 while ，　on　the　 other 　hand

，
　Lhe 　change 　is　noticeably 　great　in 七he　government

enterprise 　sector ．3）C且assified 　by　sex ，　iabour　support 　needed 　by　each 　female　subject 　is　statistically

more 　significant 　afしer しhe　reform ；the 　needs 　of　female　population　are　much 　h喀her　in　alt　iしems ，　while 　it

i5しo　be　noted 　that　the 　change 　is　greaしer 　for　 ma 【e　population，4）Classified　by　social 　posit正ons ，　no

noticeab 【e　change 　is　noLed 　in　comparison 　before　and 　after　the　reform ；in　higher　levels，　assistance 　in

household　 care 　comes 　mainly 　from　 re ［a 七ives，　 while むhe　lower　 leve］s　depend　 on 　the　 market 　and

community 　services 　for　assistance 　in　household　care 　and 　moving ．5）Classified　by　economic 　positions，

the　tendency　is　more 　or　less　Lhe　same 　with 　that　of　the　social　classifica口on 　described　above ，　However ，

dependence　increased　in しhe　higher　leve且s　af しer 　the　 reform ，　while ，　in　the　lower　levels，　a　rarefying

tendency 　is　no しed　in　human 　relations 　While，　on　the　other 　hand，　dependence 　on 　parents　is　becoming

more 　conspicuOUs ，

　　　　　　　　　　　　　（Received　September　17，2001i　Accep しed　in　revised 　form　May 　8，2002）

KeyWords ： system 　of 　mutual 　assistance 　and 　support 相互 扶助体系，1abour　support 労力的扶助，

interchange 　pattern　や りと りパ タ
ーン ，　 marketing 　economica 】　system 　市場 経済体制．

　1．緒　　言

　中国都市部 に お け る 相互 扶助に 関 す る 「労力 的扶

助」
t ’

側 面か ら の 研究 は，どの 専 門分 野 にお い て も必

ず しも相互関連的 ・扶助体系論的 ・総主体的 に は研究

され て こ なか っ た
申 Z
．そ こ で 筆者らは生活 の 実体か ら，

相互扶助体系の実態面 及 び そ の 変化面を家政学的視 点

で 供与主体か ら取 りあげた．具体的 に は 第 1 報で は 精

神的 ，第 2報 では金銭 ・物質的扶助に つ い て論 じた．
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それ ら と対置 され る 労力的相互 扶助に つ い て は
， 歴 史

的 ・文化的に は ，通常想定される血縁 関係の 絆 さえを

も越 えて ，義理 の家族員的な関 わ りあ い や ， 近隣 関係

及び村域内の 人的資源す なわち，地縁等の 関係性資源

に よっ て も厚 く確保 され て きた もの で あ っ た
＊ 3
．特に

農村部で は
， そ の 多 くが従来 より習慣 と して 形成 され

て お り，それは現在に お い て すら，その扶助交換 の あ

り方に影響 をか な り残 して い る
判

．そ の 具体的内容と

して は，「搭套」「換工」「幇工」，及び役畜や農具等の

「搭夥」「代耕」 と い っ た や り と りパ タ
ー

ン
’ 5

（後述）

が ある．また ， 平野 義太郎 と戒能通孝は旧中国に おけ

る農村部の 相互協力や扶助等 を 「共同体」論 として取

りあげ て きた．そ れ ら に 関す る論 争 もあ り，1930年

代か ら 1940 年代 に かけ て，平野 は 「閉鎖性 ・村民 の

集 団性 ・村 落 の 親和的秩序」の 立場 か ら
， 戒能は 「開

放性 ・村民の 利己的側面」 の 立場 か ら，農耕上 の 扶助

問題に着 目 した論 争を行 っ た．ま た 80 年代以後 に お

い て は ，石田 　浩，内山雅生 ， 佐々 木衛 ， 三谷 　孝等

に よ る華北部に おける 「共同関係」等に 関する研究が

あ る．

　 さら に最近 で は，張思に よ る 「近代 華北農村 に おけ

る 古来の 農耕上 の 共同慣行や搭套慣行」等に 関す る論

文があ る．こ れ らを まとめ る と，  「搭套」とは，農

耕上 の 共同作業で ，通常 は 2 世帯 また は 3 世帯間等の

一 ］

労力的扶助 は相互扶助内容 の
一

部 をな し，あ く まで

　 も生活当事者 間 の 直接 的 な や り と りを 示す もの で あ

　 る．そ れ は 個 人 と個 人、個 人 と家族，個 人 と 組 織，
　 個 人 と 行政 との 直接的な関 わ りあい を指 す，つ ま り

　 生活場面 に お け る ミク ロ 的 なや りと りで あ る ．
“2

例え ば，その 多 くは 通常の 老人扶養及 び 介護等に 限

　 ら れ る．こ こ で 扱 っ た 緊 急 対 応 に 関す る研究 は寡 聞

　 に して 見当 た ら な い ．特 に 労力受取 の 場 合 の 生 活 全

　 体 （家事 の 手伝 い ・冠 婚葬祭 ・
引越 ・

老 人 の 介護 ま

　 た は 子 ど もの 世 話等 を も含 む ） の 扶助関係 に まで 配

　 慮 した 研究例 は 見当 た らな い ．
− 3

清水盛光，平野義太郎，戒能通 孝，旗田 　巍等に よ

　 る研究成果 を参照 さ れ た い ．
網

現在 に おけ る研究例 と して は，雷潔瑣 ：『改革以 来中

　 国 農村婚姻 家 庭 的 新 変 化一
転 型 期 中国農村婚姻家庭

　 的 変遷一
』，北京大学 出 版 社 （1994）及 び 王 暁 毅 らの

　『中国郷村的民営 企 業与家族経済
一

浙江省倉南県項東

　 村調査
一

亅，凵」西経済出版社 （1996）があ る．
輔

「や りと り」 の 意味 に は，本来狭義 の 等価交換 の 他，
　亙酬 や 再分 配 も含まれ る （詳 しくは 長嶋 俊介 ：家

　政
・
生活 シ ス テ ム と資源 の や り と り，社会

・
経済 シ

　 ス テ ム ，第 7 号，18−25 （1989）．既往 の 中 国 農 業 ・

　農村調査 の 成果 と して は 前 2 者が 色濃 く出 て い る．

　そ の 推移 に つ い て も後 日 調査 を予定．

2

協力 ・助け合い の や りとりで ある ．  「換工 」 とは ，

仕事内容の 差違の あ りうる等量 的 な交換で ある．つ ま

り，A 家で は男が多 く，B 家は女が 多い 場合，男は 田

畑等の 重労働 を手伝い ，女は男の家の 裁縫や老人 ・子

どもの 世話等の 家事労働を行 うこ とで ある．  「幇工 」

（「幇
’
助」・「幇忙」） と は，不特定 の 内容 間 ・項 目間 の

や り と りが含 まれる もの で あ る．例 えば
， 農作業や家

造 りの 手伝 い 及 び冠婚葬祭等々 の 問 で の や りと りであ

る．「換工」 との 違 い は時 間 の 限定性 と互 い の労働交

換量の 曖昧 さで ある．つ まり，
A 家 は 私 の ため に

一
日，

私 は A 家の た め に二 日間働 い て も良 い と い う等量性

に拘わ らない 在 り方で あ る ．  「搭夥」は貸借 互 い の

労働手段で ある役畜や 農具等 の や りと りの こ とで （役

畜 等 の 借用 で は 借 り手側 が飼 料等 も与 え る 場合 も多

い ），こ れ は長 くて も一
日で ある （例外的に近 い 親族

間で は や や長 い 場合 もある）．  「代耕 」 とは，人間

も含 め た交換 に よる耕作手段で ，例えば 「役畜が あれ

ば，水車が な く，水車があれば
， 役畜が い な い 」と い

う家との 間で の や りと りで ある，

　 しか し，市場経済政 策の実施以来，こ の よ うな家事

や耕作に 関わ る 重要か つ 信頼で きる相互性 の 認 め られ

る 生活保障機能と い えど も，現在にお い て は ，市場化

に対応 して 転換が始ま りつ つ ある とい う．例えば トラ

ク ターや コ ン バ イ ン 等 の 機械類 や役畜類等の 貸借は殆

ど市場化的 な金銭 を媒介す る もの に な り，それが収入

の
一

部に もな りつ つ ある．その
一方で は

， 近親者間 に

お け る や り と りに お い て は
， なお こ れか ら慣行の残滓

が，着実 に見 うけ られる
’ 6
．

　
一

方，都市部で は，そ の 労力的扶助内容 とそ の や り

と りル ール が 農村部の よ うに明確 と は い えな い が，そ

れ に類似す るもの は存在す る ．と りわけ家事労働や 子

ど もの 世話，及 び老人 ・病人 の 介護は都市生活者 にお

ける ニ ーズ の 強い 項目で ，それ ら困難へ の 対応に も大

きな 変化 が 生 じつ つ あ る
’ T
．特 に 家族 主義 を支え る 実

体集 団 と して 「家 jia」の 威信の 衰退と，「
一

人 っ 子政

策」の 実施等に よる核家族の 増加，及 び中国 で の 共働

き家庭の 多さ等が ， それ ら外部資源 の 利用 を大い に促

進 しつ つ あ る．ちなみに本調査 時の 三都市で は，変革

前 に は見 られ なか っ た新 しい 光景 と して
， 各病 院近 く

（636）

’6
佐 々 木衛 （1992＞ と三 谷　孝 （1999）調査．

’7
劉　彩鳳，長 嶋俊介 ：中 国 の 市 場 経 済 体 制 変革期 に

　 お け る 相互 扶助体系実態調査，日 中社会学研究，第

　 9 号，40−60 （2001）で は，そ の 変革事情の 全 体系的

　 な考察 と理論を行 っ た．
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の 「病人看護 ・介護」看板 の 存在 とそ の 横 に 並 ぶ 沢 山

の 出稼 ぎ者 ・失業者 ・
学生達の 姿があ っ た

’S
，従来一

般的で あ っ た家族等 に よる病人 の 看護 ・介護 は，様 々

な原因 で 既 に そ の市場経済化が 浸透 しつ つ ある が
， そ

の 需要の 強 さとそ の 動 向 を反映す る象徴 的な光景であ

っ た．

　そこ で 本稿で は，上述 の 課題 を念頭 に お きなが ら，

都市部における変革前後の 生活場面で の 労力の や りと

りとその 確保 の あ り方，そ して そ の 変化 に つ い て ，

「横剖
・
縦貫」

’ 9
の 調査 ・研究方法で追究 した ．その 労

力調達項 目として は，緊急時 の 世話 ・家事手伝 い ，冠

婚葬祭行事及び引越の 手伝 い に つ い て み た、前述三都

市部で の ア ン ケ
ー

ト調査 を実施 し，そ の 成果を も と に ，

その 実態 と推移に つ い て 分析 した．

　2．分析方法 と調査地等の 選定

　本研究 の 分析方法と調査概要，調査地域 の 選定及び

11扶助主体を用 い た体系 の 設定は ，第 1 ・2 報 と 同
一

で あ る ．

　3．結果及び考察

　（1） 労力的扶 助 に つ い て の 実態 とそ の 変化 の 概要

　こ こ で の 「労力的扶助」 とは，日常生活 に おけ る緊

急時，及び生活上 の 行事等に 関す る労力調達 の こ とで

あ る．具体的に は 以下 の 4 項 目 に 絞 っ た．  家事 の

手伝 い （以下 「家事」 とする），  老人 の 看護 ・介護

または子 どもの 世話 （以下 「世話」 とする ）の 2 項 目

は緊急時の 対応 として扱 う．つ ま りこ こ で は，長期的

な 世話で は な く，
一

時的 な関わ りと して 取 り上 げ て い

る． もちろ ん こ こ で は 前述 農村部 の   「換工 」， 

「幇工」 に類似 す る 内容 も含 まれるが ，多様な推移 も

予想 され ， 複雑 さを避ける た め
， 農村部の よ うに詳 し

くは分類 しなか っ た．また   冠婚葬祭 （以下 「冠婚」

とする） と   引越の 手伝 い （以下 「引越」 と す る ）

の 2項 目に つ い て も，日常生活場面 に お ける何 らか の

ル ール を基礎 と して 調達 され る労力の や りと りと して

扱 っ て い る．なお こ こ で も紙面制約の ため ， 以下 の 統

計分析 に お い て は，主 として 有意差が認め られた もの

に 限定 し掲記 し た．

岶
聞き取 り調査 で 分 か っ た 範囲内 に お い て は，上 海 と

　 北京 で は，農村 か ら出 て きた 出稼ぎ者が 多 く，鶏西

　 で は ，レ イ オ フ ・リ ス トラ 等 の 失業者が 多か っ た．
° 9

「横剖 ・縦貫」の 調査 ・研究方法は 第 1報 を参照され

　 たい ．

　表 1 で は，変革前に お い て は
， 第 1 グ ル ープ と して

全 4 項 目 に お い て ，親が突出 し，特に 緊急時 の 対応項

目で あ る 家事 （1，73）と世話 （1．61）で 高か っ た．冠

婚 ・引越の 数値 もそれぞれ 1，31 と ユ．27 で ある．親の

精神 ・金銭面 の みな らず労力で の 存在 も若 い 夫婦 に と

っ て は 重要な存在で あ る．

　 また 第 n グ ル ープ と して 子 の 家事 （1．44）・引越

（1．20）・世話 （1，38），きょ うだ い の 冠婚 （1．24）・引

越 （1．22）， 親戚 ・友人 の 冠婚 （120 と 1．19）が 位置

つ く．こ こ で は，子の 家事や世 話 の 扶助 が強 く，こ こ

で も親子 間 の や りと りの活発 さ が 伺え る ，

　さ ら に 第 UIの グ ル
ー

プ は，子 の 冠婚 （1．15），きょ

う だ い の 家事 （1．29）， 友人
・親戚の 引越 （それぞ れ

1．19 と 1．18），市場 ・親戚 の 世 話 （1，10と 1．12＞ と

な る．第 IVと し て は，親戚 ・友 人 の 家 事 （1．10 と

1，08）， 友人 の 世話 （1．09）， 近隣の 全項 目で （1．07 ・

1．08 ・1．08 ・1．06），職場 の 冠婚 （1．08）・
引越 （1．08），

社区 の 家事 （1．07）， 市場の 家事 （1．06）・引越 （1．07＞，

第 V 群 が有意 で あ るが ，依存 度が極 め て 少ない グ ル ー

プ で あ る ．

　変革後
「
で は，第 1 グ ル

ー
プが子

・親の 家事 （L47

と 1．46）・世話 （1．41 と 1．39）・引越 （1．17 と 1，19），

き ょ うだ い の 冠婚 （1．24）・引越 （1，22），親戚の 冠婚

（1．20）， 市場 の 引越 （1，19）で ある．変革前の単
一

型

か ら分散型 に な り，特 に 子 （そ の 加齢要因 もあ り）の

責任の 増大，とりわけ緊急時の対応 が高か っ た．第 n

群 と して は ，きょ うだ い の 世話 （1．24）・家事 （1．20），

市場の 家事 （1．20），親 ・子 ・友人 へ の 冠婚 （1．19・

1．17 ・1．17），友人 ・親戚の引越 （1．14・1．12），第 皿

群 と して は，社区の家事 （1．12）・引越 （1．06）， 近隣 ・

市場 ・職場の 冠婚 （1．09 ・1．05 ・1．04），近隣の 引越

（1．06），市場の 世話 （1．19）， 第 IV群 と し て は
， 親戚 ・

友人 ・近隣の 世話 （1，08・1．06・1．05）と家事 （1．06・

1．08 ・1．06）， 社区 の 世話 （1．06），職場 の 引越 （1．04）

となる．第 V 群 は 残 りの低依存度グ ル ープで ある ．な

か で も変革後で は，市場 に よる引越は 血縁関係 と並ん

で ほ ぼ 同程 度の 第 1 群に 加わ っ て い る こ とは 注 目に 値

す る．さら に市場 ・社 区 （冠婚を除 く）の 増加 も顕著

で あ る ．特に家事労働の 市場サ ービ ス へ の 依存は ，家

事の外部化 ・生活の 社会化 として
， 今後の 中国消費経

済 面 で の サ ービス 化傾向 を誘導す る ニ
ーズの 台頭 とし

て 注目した い ．

　 また，親の全項目で の 減少 と子 の 3項目 で の やや増

加，及びそ の 他 の 扶助主体における全体 と して の 減少

（637） 3

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家政学会誌　Vol．53　No．7 （2002）

表 1．変革前後期別に お ける労力扶助 主体の 実態 （平均値）

扶助主体　　　　　　 IA　　　　　　　　　　　　子　　　　　　　　　　きょ うだ い 　　　　　　　　　 親戚　　　　　　　　　　　友人 　　　　　　　　　　　 近隣

快助 項 目　 冢 IP 　 冠婚 　引 越 　 世 蹈 　 家挙　 冠姆　 引 越 　 世脂 　家事　冠婚　 引趣 　 世 話 　 家 耶　 冠睡　引 毬 　 世飴 　 家事　冠婚　 引越　 世話　 家耶 　竃媼　 引越　 世膰

憂革
．
前 　　　　　且．73　　 L．3犂　　L．27　　【．61　　 1．44　　1．15　　1．20　　1、3呂　　【、29　　 1　24　　 1．22　　1．30　　1．10　　L．2D　　L．【8　　1．12　　1．Dε　　 1．］9　　 1　19　　 1　09　　LO7 　　 ［．08　　匚．08　　 1．Q6

順 位昨　　　 ［　　　 I　　　 l　　　 且　　　 u　　　田　　　皿　　　皿　　　皿　　　囗　　　囗　　　 ll　　 rv　　 旺　　　皿　　　皿　　　N 　　　皿　　　皿　　　四　　　N 　　　N 　　　re　　 rv

変 革後　　　　L45 　　1．19　　1、Lg　　L39 　　L47 　　1，】7　　且．17　　L　41　　1、20　　L　23　　1．15　　1　24　　1　06　　L2D 　　［，12　　X．08　　LO お　　1、17　　1．14　　1．06　　1．OE　　［．D9　　」．06　　LO5

順位肺　　　 I　　　n　　　 l　　　 I　　　 匸　　　 n　　　I　　　 匸　　　 旺　　　I　　　 L　　　H　　　四　　　1　　　 皿　　　四　　　卩　　　皿　　　皿　　　N　　　lit　　 皿　　　田　　　四

τ耳点差　　　
@
一〇，27　−O．12　−0．08　−0．22　十〇．03　 ＋0．02　−0．03　『卜0．03　−0．09　−0　01　−O　D7　−O、05　−O．04　　0、OD　−O．05　−D．04　　0、DO　−0．　D2　− 0．05　− 0．03　−D．0且　 ＋0，0L　−D，02　−O．0

抉助主体　　 　　　　職場　　　　　　 　　　 　　祉区　　　　 　　　　　 　　市場　　　　　 　　　　　　政袵 　　　　　　　 　 　 ボ ラ ン テ

ア 扶助 項目　 家廊　 冠婚　 引越 　 阯話　 環耶　 冠 婚　 引越　 世聒　 家耶　 冠婚　 引鰡 　 世話　 家耶　 冠婚　 引越　 世駘　 家耶　 冠婚　 引越

世断 度雌前　　　　　　コ．0ユ　　　1，D8　　　1，08　　　1．02　　1，07　　　1，02　　　h，04　　　且．03　　　且，06　　　且．02　　　1．07　　　1　［0　　　1　 DL　　l． OL　　1．02　　　L，02　　　［，Ol　　　1，00　　　1，0L　　

，Ol 口頁‘立群　　　　　V 　　　　四　　　　N 　　　　V 　　　　W　　　　V　　　　V　　　　V　　　　N　　　　V　　　　四　　　　皿　　　　V　　　　V　　　　V　　　　V　　　　V　　　　V　　　　V

　　　V 蛮革1受　　　　　1．02　　1．04 　　1．胴　　　1．01　　1，12　　［，02　　1，06　　且．06　　1．20　　L，05　　L，Lg　　L．Lg　　I．01　　 1，0L　　ユ，02　　1．02　　L，02　　コ，00　　且．0と
　1 ， 01 願 位 群 V 皿 四 V 皿 V 皿 Nn 田 1 皿VV

VVV爪厂Vft ｝．鞄釐　　　一〇、01　−0． 04　− D ． 04− 0． O【十〇 、 05　0 ． OO十〇． 02 十〇． 　 D3十〇． 14＋0．03十〇．　L2 　　0 、OO　OOO　O．00　　0． 00 　　0、 OD十〇、01　0、00 　　0
ひO　O 、 00f ． 7 点は「ほとん ど ない」且点，「時 々ある」2点，「よ くある」3 点をもとt ；at 算し た平均値． 噸位 群は 労 力 的扶助q 項 目 内 で の平 均値順 位の グ

ー プ分けU よる． 傾 向は ， 変 革後 の 実態と して 注

した い．し かしその 比 重 と 項目に変化がある とは

え ，準 家庭 的互 助 に属 する 親・ 子 ・きょうだいの

庭間の強さは緊急 時 及 び 行事 関 連面等全 て にお い

， 依然と し て 確 かな も のが あ る． これらは親 家 庭を

と
す

る「家jia 」 的もし
く

は一族的な支 え合い

構造柵が ， 社会主義 を是 と す る 変 革前 ですら強力

あっ たこ とを意味
し

，そ れ が変革 後 で 相対 化さ れ

一 部比重を 親 家 庭 以 外にも移しつつ あ り ，全体 と

て は やや弱まり始め てい る こ と を示し てい る．無 論

助項目 によって は ， 親戚 ・ 友 人 ・市場 ・ 社 区への

存で や や増加 して いる部分 が見ら れ る ．意 識 面 で も

動面で も 家事の外部化 への転換を伴い つつ， 生活

よ る資 源 手 当が

革
構

造面 に大 き な 変化をもた ら しつ つある．

一方子ど も によ る 扶助
の
増加は ， 加齢 と 共 に 強 ま る

` 統 意識 と しての義務・ 責任 観 の増 加 によ って生 じて

い
る も のの他 に， 「親が子供 の出産 ， 養育 ・ 教育を 行

い ， 子どもが 親の 世 話や面倒 を 見 るのは当 たり 前で，

これは法 律 によ って規 定さ れ て いるだけでは な く ，

会的世 論としても支持 さ れ ている 」（潘 允 康 ほか ， 1

8 ， p ． 14 ） ．こ の よ う な 社 会 的背景 の相 対 的 重 要

局 面化の もとで，生 み出 されて い た結 果と思わ れ

． 　なお 近 隣 へ の 依存が 前 後と もに 低 い． 労 力的

助に お いて ，中国で 言い伝えら れ て き た「遠い 親

より 近 くの他人 」という言葉 が， 変 革 後はさ らに

婚を除
き 「近きを 外 し， 市場 ・社区に求め る 」とい う 状況に変

fi °　 bl 　jia は家父長 的 な 家族制度 で あ り，

の伝 統的 な 家 　族 制 度により 家族 ・親 族 意 識 の 強

は ， 今日でも維

　 持さ れ て い る

，その家 族範囲は狭くなっ ていると 　 考え られ る ．

わりつつあ る．

　 （2 ＞変革前後 期 にお ける職 業 形態

の 実態とその前 　 　　後 の 変化 　 1 ）職業 形

別の 実態と前後の違い 　中国経済 体制 構造改革に

っ た社 会・生 活構 造 及 び 意 識 ・行動様式の 変 化 は

き く，それ に 伴 う 扶助 体 系 の 変 化も発 現 しつつあ

．その顕在 的変化 を 知るため に職業形態 別 で捉
え

みた．表 2 の 変革前で は ，

} 助 主体， 変 革後 では ， 5 扶 助主体に有 意
差 が見

れ， 両 時期の違い が 見 出せる． 　準家 庭的互

の き ょう だ い へ の家事依存 で
は ，変 革 前では私 営

自営業の順で，変 革後では自営 業 ・ 私営 の順とな

て いる ． 世 話 で は，前 後とも 自 営 業で顕著 に現 れ

． 引 越 では，変 革前のみ で ，自営業 ・私 営 の 順と

っ ている．相 互的互 助 で あ る 親 戚 による 世 話に
お

て も ，私 営は構 成比の2 倍以上とな って い る （ し

し変革 後で有 意差が 見 ら れ ない）．こ れらの結果，

蛯 ﾆ し て自営業・ 私営で 依存 率が 高くなって い る．変

革前の 中国では， こ れら の職業はすべ て不安定な職 業

で ， とり
わ け 生活 無 保障 （ い わ ば 「鉄飯 碗 」 な し） の

職 業 と して受け 止めら れたが ， 現 在の職業形態別にお

いても ， や はり血 縁 関係に 対す る 依

度が高い． さ
ら にこ の職 業形態に関 わ る 共通点と

て ， 世話問 題が重 く ，厳し い現 実 の有り 様 が伺え

． 　変 革 後 で は ，変革前の親 戚・きょうだ い の 2
助主 体から ， 親・きょう だ い ・友人 ・ 社区 ・ 市 場

5 扶助 主 体に変わっ て い る ． 準家庭的 親 ・ 相互 的
友

への依 存は冠婚 葬 祭のみで， 自 営 業 の親，私 営の

人 最も 強

なって
い
る． 社 区 に つ い て は， 家事のみ で あ る が， 民 間 で依 存
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表 2．変革前後期別 に おけ る扶助 主体 の 職業形態の差違と変化

　国営　　　　民間　　　 合弁　　　 私営　　　自営業

（62．5％ 〉　　　（12．5％）　　　（5．7％）　　　（4．6％）　　　（7．1％ 〉

無 職等
　　　　 x2値 　 P
（7．　59。）

変革前 　きょ うだい

親戚

家事　　61．6％

引 越 　 　58，2

世 話　　61．5

世話　　63．9

9．4％

12．69

．311

．1

5，1％

7．15

．60
．9

7．8％

6，36
．310

，2

9，8％

ll．713

．08

．3

6．3％　　　　14．6
4．2　 　 　 18．2

4．4　 　　 23．4

5．6　 　 　 13．9

掌

●ウ

寧甲■

事

変革後　親

　　　 きょ うだ い

人

区

場

友

社

市

冠婚　　58．3

家事　　63，5

世話　　63．8

冠婚　　62．8

家事　 　51．7

家 事　 　59．3

引越　　58，4

世話　　52．1

11．39

．410

．09
．219

，511

．69

．511

．4

5．32

，61
．45

．88

．710

．47

．014

．4

632776128768449713，210

．913

，39

．25

．47

，56

．68

，5

3．36

．35

．24

．310

．16

．69

．16

．4

17．213

，223

．516

．014

．ll2

．015

．848

．0

自 曠

●

■寧●

■ ■

ウ

串

●●

8 ● ■

・
ρ〈0．05，　

事，
ρ＜O．Ol，　

・事 寧

ρ 〈0．001，

有意差があ り，家事 ・世話の 調達 ニ ーズ は 合弁で 最も

多 く，引越で は 私営で の 依存度が 高 い ．つ まり 「鉄飯

碗」の な い 職業で 多 くの ニ
ーズ が 発現 し て い る．また

合弁 の 家事や 世話に お い て
， 市場へ の 依存度が 特に高

く，そ の 仕事面 で の 多忙 さと収入面 で の 高さが反映 し

て い る 、地域 の 準公助組織で ある社区へ の依存 は 民 間

と無職等で 多く，特定の 職業や 身分等 の 事情 に よ り労

力資源調達に違 い が 生 じて い る．

　2）　職業形態別 に おける前後の 変化

　 さらに扶助主体へ の 依存の 変化を表 3 に み た．全般

に わ た り変化の 幅が 大きい の は 国営で ，準家庭的互助

で ある子 ・準公助 の 社区 ・市場的自助 の 増加以外は，

す べ て 減少 とな っ て い る．子
・社区へ の 依存は

， 家事 ，

市場的自助 へ の 依存 で は 引越 と世話 の 項目が高 い ．さ

ら に準家庭的親及び き ょ うだ い ・相互 的親戚 ・互恵的

友人へ の 依存 も，国営の 中で は幅が広 くか つ かなり強

い ．

　民間で は，人間諸関係に 関わる扶助主体が それぞれ

1項 目ず つ 認め ら れ ，親戚の相互 的互 助が （引越 を除

く）す べ て 減少 とな っ て い る．サ
ービ ス 扶助主体 へ の

依存は増加 の 傾 向 に あ り，特 に 社 区 に対す る 家事，市

場 に対する 家事 ・
世話 ニ ーズ が強 く， 注 目に値する ．

しか し親 へ の 家事依 存 にお い ては，改革後に減少 した

とは い え， なおか なり比重が大 きい ．

　合弁で は，準家庭的親 ・きょ うだ い へ の 依存がそれ

ぞ れ 2 項目 と 3 項目 で あ り，そ の 減少が 見 ら れ る ．互

恵的友人
・
相互的親戚へ の 依存が引越で ，相 対的 に増

加 して い る．市場 的 自助 へ の 家事 ・
引越

・
世話 の 3 項

目 で ，顕著 な増加 が見 られ，親 よ りも相対的 に は強 く，

こ の 家庭内的労働 の外部 依存は 所得条件の よ い 階層 に

お い て よ り強 く変化 を生 じて い る．

　私営で は，準家庭的 きょ うだ い ・市場的自助の 2 主

体で 有意差が認め られ た．きょ うだ い へ の 依存が相対

的に 減少 した とは言え，家事が なお高い ．市場的自助

に対する家事や世話が 増加 して お り，世話にお い て は

市場 へ の 依存が高い ．

　 自営業で は ，市場以外の扶助主体に お い て ，すべ て

に お い て減少 とな っ て お り，無職等と同
一

の 傾 向で あ

る が，い ずれ も自営業よ りや や 弱い ．社会主義原理が

存在する に も関 わ らず ，無職者 は 労力的扶助 面 で も報

わ れ て い な い ．

　 まと め て考察する と，どの職種に お い て も，血縁間

の 互助や友人等は い ずれ も減少が続い て い る が ，そ れ

らへ の 依存度は なお依然 と して 大きい ．一
方，市場 ・

社区に対す る増加傾向が顕著で ，職種に よる 相違 も生

じて い る ．合弁で は
， 市場 的 自助対応が 高 く， 友人へ

の 依存 は 引越 で ，血縁 関係 よ り上 回 っ て い る．こ の 結

果は，従 来 の 人 間諸関係か らの 労力の 提供 ・交換 で の

ニ ーズ の 充足 は著 しく変化 し， 市場
・
公 共 の サ

ービ ス

業等 の 発展等で の 対応 へ の 移行が
一

部始 ま りつ つ ある

と も読め る．

　（3） 性 別の 実態とそ の 変化

　 1）　性別 の 実態

　女性で は ，変革前 の 計画経 済時代 の 社会主義建設 の
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表3，職業形態別における扶助主体の前後の差違（変化）
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扶助主体

扶助齟

国営

親 子 きょうだい 親戚 友人 職場 社区 市場
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中国の 市場経済体制変革期 に お け る相互 扶助体系調査 （第 3報）

担 い 手 と して ，安定的職業 を持 ち，伝統 的 な性別役割

分業に大 きな転換が生 じた．女性の経済的自立 と精神

的 な支柱形成もあ り， 男女平等の 実現 を 果 た した が ，

その 浸透 は生活面全般に まで は及ばず，家庭内で の 負

担はやは り女性 の 方で大 きい もの が あっ た
一 11
．しか も

市場経済時代 に 入 る と，競争原理を強め る 一方で ，男

性よ り女性 の 方で レ イ オ フ ある い は リス トラ の 対象に

なる の が多か っ た
噌 ，こ の ような大変革 の 中 で ，家庭

内的労力の 調達に お い て どの よ うな男女の差違が 生み

出 され て い る の か を知 るため に，表 4，表 5 を作成 し

た ．表 4 で は，変革前後 に お ける男女の差違をみ た ．

変革前 よ り変革後 の 方 が有 意に 扶助主体 の 幅が広 い ．

また前後共に男女差が見 られ た の は近隣に対する世話

へ の 依存と，政府に対す る冠婚へ の 依存で あ る．両 方

とも女性側がや や高 い ．それ 以外で は すべ て 対象 とな

る もの が存在 しな い ．つ まり変革前 で の 社 区や市場 へ

の依存度は 変革後で は ，有意差が 見 ら れ ない ．一方変

革後で は
， 準家庭的子

・き ょ うだ い ，互 恵的友人
・
相

互 的職場 が登場 し，子 へ の 依存が世話項 目を除 い て ，

すべ て女性側で や や高 くな っ て い る が ，そ の 差は そ れ

ほ ど な い ．大切 な扶助項 目で の 労力被扶助 主体 の 男 女

差は こ こ で は僅か で ある、

　2） 性別 に お ける前後の 変化

　男女別の 頼る べ き扶助主体に お ける前後変化を表 5

で見た．両者の 扶助主体及び扶助項 目の相違に着 目 し

た い ．男性側 の 準家庭的互 助で 子 が増加 して お り，
一

部で 有意な差が認め られ る が，女性側で は有意差が 認

め られ な い ．男 女とも家事 に 関する社区
・市場へ の 依

存の 増加が顕著 で ある．そ の 他 の 扶助 項目 は す べ て 変

革前 よ り減少 し，全体的に，女性側の 依存度が や や 高

い ．労力 の 調達 は 男性 よ り女性 の 側 で 比較的多か っ た

の に対 して ，男性側で は扶助主体 へ の 依存幅が やや広

い ．さらに男性で は生活行事関連 に対す る調達は女性

よ り多 く ， 緊急 時の 調達 は女性 の 方で 多い こ とが観察

寧 11
都市部 に お ける 女性 の 家庭内で の 労働時間 は 4．38，

　 男性 は 2．16で あ る （中国全国婦女連合会中国女性研

　 究所編 ：『中国媼女社 会地位概観』，中国婦女出版社，
　 P．189　（1993）），
噌

常凱，公 有制 企 業中女職 工 的 失業及再 就職 問 題 的 調

　 査予研究，社会学研究，3，p，85 （1995） に よ る と，

　 1993 年 に 全国総工 会 （労働組合）が 1，230の 公有企

　 業に対 して 実施 した調査 に よ る と，労働者 92万人の

　 中で ，女性労働者 は 37　o！o で ，レ イ オ フ ・リ ス トラ さ

　 れ た 女性労働者 は 2．3 万 人 で，全体 の 60％ に も上 っ
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された．こ れ ら （緊急時 と生活行事関連）に お い て は

性別 で の役割 の 相違が見られ る．

　（4） 変革前後期に おける社会的地位別 の 実態 とそ の

　　　変化

　1）　変革前後期に おけ る社会 的地位 別 の 実態

　旧中国 の 家族形 態に つ い て は
，
0 ・ラ ン グ が 「家族

の 構成がそ の社会的 ・経済的 な地位別 に よ っ て左右さ

れ る こ とが 大 きい 」
’13
，また パ ー

ル ・バ ッ ク も有名 な

「大地」の 三部作品で経済及び社 会的地位が家族の 型

に 及 ぼ す影響を書 い て い る．両者 ともそ の 経済的 ・社

会的地位 に よ っ て家族形態に与え る 影響の 強 さ を示 し

て い る ．し か し 「
一

人 っ 子政策」の もとで は，どんな

地位 で も相対的 で 絶 対的 な差違が な い と考え ら れ る 現

状 を迎 え て い る ．つ ま り新中国の 成立 に よ っ て ， 血縁

的 ・地縁 的互助 の 存在か ら，社縁の増加等で 安定的な

生活を支えられ る ように な り，次に は，市場競争化 の

一
連 の 構造変化に よ り地位関係を め ぐる状況は長い 歴

史 を経て ，とりわけその 伝統的 ・文化的 な互助 部分 の

重 要な位置づ け は変化 し，既 に
一

部は合理化 し始め て

い る ．こ れ らが どの ような変化 を生 じた の か を探 る た

め ，そ の 実態を表 6 に示 し た．変革前 の 上位 者 で は，

準 家庭 的子 へ の 依存が 冠婚 ・引越 ・家事，近隣へ の は

家事，友人 ・親戚へ の 世話の項目で ， 最 も高 い 率が得

られて い る．こ の 子へ の行事関連労力へ の 依存，近隣 ・

友人 ・親戚へ の 緊急時の 対応が 見 ら れ
， その 相対的な

強 さが 顕著に現れ て い る．

　中位 者で は ，相互 的親戚
・
近 隣 に対する家事，友人

に対する世話，及び準家庭的 き ょ うだ い に 対 する引越

の 依存がすべ て や や強 く，上位者な み の 傾向 も見られ

て い る ．し か し下 位 者 で は，準家庭 的子 へ の 引越 ， 社

区 へ の 家事 ・引越，市場へ の世話 ・家事 ・引越 の 項目

が や や効 い て い る もの の 労力被扶助内容は 限 定的な結

果 とな っ て い る．つ ま り上 ・中位者 は 主 に 人 間諸関係

か ら多く調達 して い る と
， 下位者は有料サ

ービ ス 資源

を頼 っ て い る とい う大 きな違 い が発現 して い る．

　
一

方変革後の 上位 者で は，変革前 で高か っ た項目が

一
部 で は さ らに増加 して い る が ，その 被扶助主体幅は

や や狭 ま り， 集約化傾 向 とな っ て い る．中位者で は，

（642＞

噌
正式に 引用 す る と ：「家族 の 構成がその 社会的 ・経済

　的な地位別 に よ っ て 左右 さ れ る こ とが 大 きい ，都会

　 で も田 舎 で も，因習的な北京 で も近代 上 海 で も，そ

　 の 社 会的地位 が 上 る に つ れ て ，大家族 の 比 率が 増大

　 し，小 家族 の 比率が減 少す る の で あ る 」（0 ・ラ ン

　 グ （小 川　修訳）：『中 国の 家 族 と社 会亅，岩波書店，

　p，179　（1953））．
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友人 ・近 隣 ・市場 の
一

部で 相対 的 に 比重が高 くな っ て

い る が ，下位者で は，社区へ の 家事 ・引越で 特段の強

さが生 じ，こ こ で も社 会変動的な事情が発現 して い る ，

　 2）　 変革前後期に お ける社会的地位別 の 変化

　 さらに前後の 変化 を表 7 に み た．そ の 結果は ，三者

と も血縁等 の 人間諸関係 の 互助資源 の 減少，と サ
ービ

ス 扶助主体の 増加が見 られ る．また最 も高か っ た中位

者 の 準 家庭的親か らの 家事扶助 も，改革後に お い て は

上
・
下位者と同程度 に 下が っ て お り，その 分市場か ら

や や 多く補 っ て い る．さら に 中位者で は ，差違 を生 じ

て い る扶助主体の幅が 広 く，変化が よ り中，そし て 下

位者 で 起 こ っ て い る．下位者 で は ，変革前にお い て は ，

社区 （即 ち公的 コ ン トロ ール に よ る 地域内サ ービ ス ）

と市場 へ の 依存が，中 ・上位 よりも若干多く，変革後

もそ の 傾向が ほ ぼ続 い て い る ．ま さ に辛 うじ て 社会主

義的体面 を保 っ て い るとも言 える状 況が こ こ には あ る．

　（5） 変革前後期に お け る経済的地位 別 の 実態 とそ の

　　　変化

　 1）　 経済 的地位別 の 実態

　経済的地位別の 実態を表 8 に 示 した．社会的地位別

と 同様 に変革前 の 差違の ある扶助主体の 幅の広 さ が 出

て い る．また変革前 の 上位者 で は ，友人 ・親戚 へ の 世

話依存と，親戚 ・近隣へ の家事依存が高 い ．中位者で

は ，友人 へ の 世話，親戚 ・友人
・き ょ うだ い へ の 引越，

親戚 ・子 ・親へ の 家事，親 ・友人 ・き ょ うだ い へ の 冠

婚の 項目で 相対的に高 い 依存傾向が見 られ る ，社会的

地位 別よ りも経済的地位別 の 方が 中位者 で は依存幅 が

広 い ，なお緊急時の 対応で は変革前 とほ ぼ同
一

で ある，

下 位者 で は ，社区 へ の 家事 ・引越 ， 市場 へ の 家事 ・世

話 に限定的で ある．

　 変革後 は 一ヒ位者 が 一
部 を除 き被依存度の 上 昇が あ り，

特 に社区へ の 引越，市場 へ の 家事に お い て も顕署な増

加が 見 られ て い る．

　
一

方下位 者 の 社 区 ・市場 へ の 依存は 高い もの の 変革

前 よ りさら に低 くな っ て い る．また親 の み の 引越項 目

で の 大幅な増加 も下位者の み の変化 と して 見 られる．

　 以上 の 結果 か ら労 力的扶助 に対する 上位者の ますま

すの依存の 増大 と下 位者の 稀薄化方向が特徴 と して見

ら れ
， そ れ ぞ れ の 異 な る 地位 との 因果関係の在 り様が

背後に 伺 わ れる．

　 2）　経済的地位別の 変化

　 そ こ で表 9 で前後の 変化を探 っ た．3者に 共通 して

い る の は，市場 ・社区の増加で あ る．項 目に よ っ て は，

市場 の 大幅 な増加 も見 られ る．特に上位者で の 各項 目

表 6，変革前後期別 に おける社会的地位 の 差違 と変化

　　　（％）

地位別 上 中 下

構成 比 9．6％ 57，8％ 32，6％
x2値 P

変革前 親 冠婚　 8．6　 66．3　 25．1　 9．7 ”

弓1越　　　6．1　　64．1　　29．9　　　8．6　・

子 家事　12．2　 66，2　 2L6

冠婚　 21．0　 59。7　 19．4

弓1越　　13．3　　47．0　　39．8

6．6 ’

7．9 ’

6．4 °

き ょ うだ い 家事　 12．4　 63．3　 24．3　 6．4 ’

　 　 　 　 弓1越 　　　9．0　　70．5　　20，5　　16，3　
．・ウ

親戚 家事　 14．0　 73．0　 13．0

冠 婚　 10．2　 64．4　 25．4

弓1越 　　　8．6　　67．7　　23．6

世話　 18．2　 58，2　 23．　6

20．4 零 樋

8，0 專

12．6 韓

13，1 榊

友人 家事　 14，8　 65．9　 19．3

弓【越 　　8．8 　 65．4 　 25．8

世話　 18．4　 70．1　 11．5

8，7 ’

7．4 寧

22．6 榊 ’

近 隣 家 事　 17．3　 62．7　 20，0　 9．3 ”

冠婚　 14．6　 63．5　 21．9　 7．0 ’

社区 家事　　　7，1　　25．9　　67．1　49．2　
，・参

弓1越 　　9，3　 3L5 　 59．3　18．8 　
t ・．

市場 家事 　　1L5 　 43．6　 44．9

引越　 12．1　 45．1　 42．9

世話　 15，0　 32．5　 52．5

6．8 “

6，3 事

34．2 鱒 噸

変革後 親 冠婚　15．3　 61．1　 23．6　 7，8 申

弓1越　　　9．3　　48．8　　42．O　lO．4　
．°

子 弓1越 　　13．2　　47．4　　39，6　　6．7　
寧

き ょ うだ い 冠 婚 　 i2．9　 63．5　 23．6　 7．0 ゆ

親戚 冠婚　 13．3　 62．1　 24。6　 12．7 ’°

世言舌　　19．1　　59．6　　21．3　　13．4　
・自

友人 家事　 16．5　 64．9　 18．6

冠 婚　 13，9　 65，1　 21．1

世話　 14．7　 66．2　 19．1

12，6 ”

17．3 ° t “

6．8 嚀

近隣 家事 　　13，9　67．1　 19．0

冠婚　16，7　 66．7　 16．7

弓1越 　　17．7 　 62．0 　 20．3

7，8 ’

17．4 韓 ゜

10．4
榊

社区 家事　　　5．9　　42．8　　51．3　　27．6　事 ゆ ゜

弓1越 　　10．8　 39．2 　 50．0 　11．9 　
寧 甲

市場 家事 　　10．9　68．5　 20．6　20．5　
・‡°

6p

＜0．05，　
．喞
pく 0．01，　

亭．°
pく 0．OO1．

（643＞ 9
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へ の 増加 は 圧倒 的 で ある ．また 中位者で の 扶助主体幅

の 広 さか ら，変化が よ り中位者で 生 じて い る こ とが伺

わ れ る．さ ら に ボ ラ ン テ ィ ア の 無か ら有へ の 変化が冠

婚 で生 じて い る．一方政府に よ る世話項 目の最 も低 い

値か らさ らに 減少 した の は 下位 者 の 方 で ，全 く当て に

されて い な い 結果 となっ て い る ．

　以上 の 分析 か ら，中位者の 変化が 大 きい が，親を除

い て 上 位者の 調達 程度 が最 も強 い （次 に 中位者〉．下

位者の 低 さか らそ れ ぞれ の 地位別の外部生 活環境や 日

常的生活の あ り方 に か な り問題が生 じて い る と考え ら

れ る．

　4．要約及び展望一ま と め に か え て
一

　本稿 で は，変革前後期の労力に 関する扶助実態及び

そ の 変化に つ い て ，調査対 象者 の 属性等 に よ りそ の 違

い を x2，　 t 検定及 び対応の ある標本の T検定を用 い て

解明 し た ．特 に注目 し た の は，従来最 も義務的 ・責任

的 に関 わ らざるを得なか っ た 準家庭的互 助で ある親の

扶助が全項 目にわ た り減少し，絶対的依存の 高 さか ら

相対的 な高 さ に変化 し て い る こ と で あ る ．こ れ らは 変

革後 の 老 人 をめ ぐる社会 ・生活環境の変化 も反映 して

い る．つ ま り退 職者 の た め の 様 々 な趣味 ・ス ポー
ツ

・

老人大学等高齢者向けの 活性化セ ン タ
ー

が 各地域で普

及 し始め，サ
ービ ス 会社 も多 く成立 し始め，親の 意識

が変化す る と共 に ， 子 ど もの 親 へ の 依存減少傾 向 と，

金銭 を も用 い た 「親孝行」
“ t4

の 実現 環境 の 醸 成 と して

も機能 し始め て い る．こ れ ら もそ れ ら数値の 背景をな

す もの として考 え て お く必 要があ る．

　
一

方準家庭的互助で あ る子 の 増加，及 び他 の 人 間諸

関係的 な扶助 主体で の 相対的な減少傾向 も見られ ，こ

れ ら も市場的自助や準公助 であ る杜 区へ の 増加に よ っ

て も得 られ た 現 象と考え ら れ る．つ ま り従来家庭周辺

で 行わ れ て きた労力確保 ，特 に緊急時 の 家事労働等に

関する扶助すら も，外部サ
ービス へ の 依存 に 転換 し始

（644）

tL4

自分 の 仕事等 の 関係 で ，親 の 面倒等 を 見 る こ と が で

　 きな い 場合，金銭 で 外部 （社 区 ・市場）サ ービ ス を

　購 入 す る こ と に よ っ て，自分 の 責 任 を 果 た す と い う

　 解決法 で あ る．例 え ば，片親 （も ち ろ ん老夫婦も含

　 む）をもつ 子 どもが ， 親 の た め に，家政婦等 （お 話

　 相手 も含 む ） を雇 うこ と に よ っ て，「親孝行」す る，

　 また 自分 の 子 ど もや 孫等 の 面倒 も こ の よ うな方法で

　 解決 して い る 家 庭 が 少 な く は な い ．こ れ ら に 関 し て

　 は ，費孝通 が 『中国 の 青年
・
中年

・
老年

一そ の 生 活

　 意識調査調査報告一亅，蒼々 社 （1987） の 中で 論 じ て

　 い る もの で あ る．
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　 表 8．変革前後期別に お ける経済的地位の差違と変化

地位別

（構成比）

　上　　　　中

（9．2％ ）　　（56．8％ ）

　 下
　　　　 x2値　 P
（33．796）

変革前 　親 家事　　 9。3

冠婚　　 9．5

引越　　 6．1

世話　　11．9

63．266

，364

．962

，7

27．6　　 12．0　
・・

24，3　　　　　9．7　　． ・

29，0　　　　　8．8　　．

25．4 　　　12．6 　
． 申

子 家事　　11．6 64，6 23，86 ．6　 ’

きょ うだ い 　家事　　13．9

　　　　　 冠婚　　10，8

　　　　　 引越　　12．8

61，464

，365

．0

24，7　　　　11，0　　
．．

24．9 　　　6．4 　
．

22．2　　　　13．5　　
． ．

親戚 家事　　17．0

冠婚　　11．1

引越　　10．5

世話　　18．9

68．064

．169

．159

．5

15．0　　　 21．0　　
申．・

24．8　　　　11．1　　． 曠

20．5　　　　22，2　　申 ◎ ．

21。6　　　18，1　　
．嚀，

友人 冠 婚　　 9．5

引越　　ll．7

世 話 　 　 20．7

64．164

．971

．3

26．4 　　　 7．2 　
虚

23．4 　　　14．2 　
・ 拿 ・

8．0　　　　34，6　　．喀8

近隣 家事　　16，4 63．O 20，58 ．7　 ’

社区 家事　　 5．9

引越　　13，0

29．429

，6

64，7　　　38．7　　． 1 ・

57．4　　　　17．3　　・ ． ・

市場 家事　　10．3

世話　　10．8

43．635

．O

46，2　　　　6，3　　
t

54．2　　　　27，4　　
．．．

変革後　親 引越　　1LI

家 事　　10．3

46．364
．5

42．6　　　　12．9　　． ．

25．2　　　　　7．9　　．

き ょ うだ い 　冠婚　　13．8 66．4 19．8　　　20．4　　
1 ・拿

親戚 家事　　15，5

冠婚　　13，0

引越　　 13．4

世話　　20．2

67．667

．163

．858

．4

16．9 　　 11．4 　
ゆ ．

19．9　　　28．9　　
寧．．

22，8　　 11．2　 申 亭

21．3　　 17．7 　
甲 寧 8

友 人 家事　　10，4

冠婚　　15．5

世 話 　 　 16．7

68，867

，166

，7

20．8　　　7．7 　
．

17．4　　　　34，5　　． 吻 ・

16，7　　　11．3 　
，，嘸

近隣 冠婚　　14．e

引越　　13．9

67．365

，8

18．7 　　 13．0 　
・申

20，3　　　 7．8　 °

社区 家事　　 6．6

引越　　14．9

42．136

．5

51．3　　　23．7　　
． ・ °

48．6　　 13．5　
寧 ．

市場 家事　　14．5 60．9 24．6　　　17．6　
申 ◎ ．

・
p〈 0．05，　

’，
p〈 0．01，　

，°．
pく 0．001．
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　　　　表9，経済的地位別における扶助主体の変革前後の差違（変化）

地位別
’
上位

扶助主体　　親　　　　きょうだい　　　親戚　　　友人　　職場　社区　　　市場

扶助項目　家事世話家事引越世話家事世話引越世話　家事　引越　家事引越世話

変革前　1，711，77L45　L28　L491，20　L321，241，22　LOg　LO61，081，111，13

変革後　1，4311511，2アL191、351，ll　1．231、161，ll　l．04　LOg　l．331．201，24

P 零　甲　宰　　　　　Ψ　亨　　　　　雫　零　零　　　　　　蓼　　　　　　申　掌　　　　　　，　　　　　　　寧　　　　　　　喰　　　　　　　寧　　　　　　　　宰　　　　　　　　　宰　　　　　　申　宰　，　　　　　「　零　　　　　零　，

贓別中位

扶賍体

扶助項目

親 きょうだい 親戚 友人 職場 駆 市場 ボランティア

（
O
ら

 ）

家事冠婚引越世話家事冠婚世話家事引越世話引越世話冠婚引越世話家事引越世話家事冠婚引越世話　　冠婚

変革前　　L83　L361，311．691，31　L251，311，12　L221，12　L221，ll　1．091，091，03　LO41．e2　LO21．05　LOI　1．061，06

変革後　L49　L201，151、421，221，161，231，071，141、08　L161．071．041，031，011、0911G4　LO61221，041，211，181

，001

，01

P 雫　甲　虞　　　　81　3　　　　8蓼　豊　　　　串　零　零　　　　申　寧　零　　　　宰　宰　零　　　　，　申　拿　　　　　零　宰　　　　　零　零　零　　　　　甲　零　　　　　雫　掌　宰　　　　　零撃　　　　　甲　零　零　　　　尋　雫　掌　　　　　寧　宰　　　　　甲　零　零　　　　　申　　　　　　零　宰　宰　　　　串　寧　零　　　　零　零　零　　　　参　3　窄　　　　「零　奪　　　　　　　　　　　　審

地位別　下位

田

耕
鞫

尋
悪
ゆ
叫
鮒

　

く
o
ピ

 

じ」

　

ヲ「
O°
刈

　（
o二
〇
〇
N）

扶助主体　　　親　　　　子　　きょうだい　　友人　　職場　　　社区　　　　　市場　　　　　政府

扶助項目　家事冠婚世話　世話　家事冠婚引越　冠婚　冠婚引越家事世話家事冠婚引越世話世話

変革前　1，561，231、451，281，201，181，161、151，061，071，131，041，0S　1、021，081，151，02

変革後　L411，141，29　L391，151，141」2　1．09　1，02　LO41、181、07　Ll4　LO41，171，191．01

P 拿　零　串　　　　　　串　孛　　　　　　零　参　1　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　拿　　　　　　　　1　　　　　　　　　零　　　　　　　　1　拿　8　　　　　　1　1　1　　　　　　　陰　　　　　　　　幽　幽　　　　　　　掌　ホ　　　　　　　　ホ　　　　　　　　　l　　　　　　　o　亡　掌　　　　　　　1　　　　　　　　　申

重

ρく0．05，
“

p＜O、Ol，
“ ip

＜0，001，
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め て い る こ とが 明 らか とな っ た．

　 また各属性に 関わ る 変化 も大きい ．む ろ ん 職業形態

別
・
男女別

・
地位別等，それぞれ の 特徴 が見 られ，そ

の 社会的関係に よ る資源調達の 在 り方に も着 目が必要

で ある．

　さら に従来堅固 で あっ た在来型互助主体に 関する
，

全体と して の 依存 ニ ーズ は 低 下 ぎみ で ，従 来 の ような

家族 ・親族 とい う管理単位 の み な らず，こ れ か ら は よ

り明確に市場的自助 ・準公助で ある社区に も基礎 を置

い て 論ず る必 要があ る ．

　また 社会主義体制内的な労働慣行 も， よ り 「企業内

扶助 的」「余暇確保 的」 か ら，「自己責任的」 「競争確

保的」なもの に シ フ トして きて い る．そ の ような変化

の 中 で ，労力 的扶 助 に関 して は 「生活 の 社 会化」の 次

元か ら社会的 ・市場経済的構造変革の あり方を一
人
一

人が捉え直す こ とが必要で あ ろ う．また個人 ・家族次

元 で は
， そ の 生 活構造 （生活資源

・
生活行動 ・生活意

識 ）を考慮 しなが ら，選択縁的形成や能動的で 社会的 ・

家計的な対応力 の 形成が必要で ある．すなわ ち消費者

教 育な どの 手法 に よる啓発 を通 じて の 地域 ・家族の 相

互扶助的生活保障力の 向上 を図る 生活設計及 び生活構

造改 善へ の 協創的取 り組みが 求め られ て い る と言え よ

う．
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